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最後までお読み頂きありがとうご
ざいます。今月は，4 年ぶりのトン
ネル特集でした。昨年から編集委員
に加わり，トンネル特集の編集担当
も引き継がせて頂いたのですが，本
当に建設事業者および建機メーカー
の方が編集するので驚きました。業
界誌の編集はもちろん，トンネル施
工機械はともかく，施工については
ほとんど素人でしたので，勉強しな
がら取り組ませて頂きました。おか
げさまで，著者の方々にご協力頂き，
発刊することが出来ました。巻頭言
では，福井教授にご研究の業績とそ
の伝承についてご寄稿頂きました。
素晴らしい研究の業績も，需要や景
気の変化に左右されてしまうことが
あります。60 年前は多くの大学に
鉱山関係の学科がありましたが，多
くの地下鉱山が閉山され，就職先が
減少して厳しい状況と聞きます。清
水三兄弟トンネルの記事にもありま
すように，初期のトンネル掘削には
地下鉱山の鉱夫や資機材が貢献しま
した。若い頃，元鉱山技師の営業マ
ンが，採掘前の原石山の骨材の良否
を言い当てた伝説を聞いたことがあ
ります。打撃振動に抗い，繰り粉を
被りながらノミを切羽に自力で押し

込んだドリルマンは，感覚と経験に
より岩石と対話していたのかもしれ
ません。一方，トンネル工学では多
くの論文が発表され，安価で（また
は無料で）研究発表を傾聴できます。
製造業ですと特許申請だけすること
が多いですが，発表会では質疑応答
まで行われていたので驚きました。
自分達だけでなく，業界全体の改善
にとって，素晴らしい取り組みだと
思います。現在のトンネル施工を取
り巻く環境は，労働者の高齢化と人
材不足，コストの高騰や，大深度や
既設物近傍への施工，環境への対応
など，厳しさを増しています。省人
化と高精度化には機械化が効果的と
思われますが，自然の岩盤が相手な
ので，鉄に加工するのと勝手が違い
ます。学術界，施工業者，機材業者，
設計者および施工主が協力して，理
論に基づく新工法を編み出し，現場
で実証する必要があります。その意
味で，本誌が施工および製造者によ
り編集されるのは，良い取り組みだ
と思います。熱意ある人達の英知を
集め，掘削や探査データが蓄積され
ていけば，いつか断層や水脈も探り
当てる AI 山師システムが出来るか
もしれません。本誌が，その結節点
になれば幸いです。

 （京免・田島）
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② 協会本部へのお申し込みは「年間定期購読申込書」に必要事項をご記入のうえ FAX をお

送りください。
詳しくは HP をご覧ください。
年間定期購読料（12冊）　10,032円（税・送料込）

6 月号「河川・ダムの治水対策，維持管理，点検補修特集」予告
・「ハイブリッドダム」の取組　・水局 DXWG の取り組み等の事例紹介　・川辺川の流水型ダム
における環境影響評価の取り組み　・令和 4 年 7 月 14 日からの大雨で活かされた過去の教訓　・
WEC での水質技術開発の取り組み　・ダム貯水池掘削・浚渫土の下流土砂還元や有効利用を促
進するダム堆砂分級工法の開発　・デジタルツイン建設工事監理における自動・自律 UAV の活
用事例　・ダム工事の環境技術について　・アーチ式砂防堰堤コンクリート打設における創意工
夫　・堤防強化に貢献する「回転式破砕混合工法（ツイスター）」　・シャフト式遠隔操縦水中作
業機による硬岩掘削技術の開発　・リアルタイム土砂・洪水氾濫予測モデルの紹介　・水中施工
無人化へ絶対位置を高精度取得　・水位予測精度向上へ向けた状態把握技術の開発




